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眼底循環は網膜動脈および脈絡膜血管から構成される血液循環
のことを指す．眼底血流は光を受容する網膜へ栄養するため，そ
の調節は視覚の獲得において重要な役割を担う．糖尿病性網膜
症などの眼疾患により，眼底血流が慢性的に低下すると視覚機
能に障害をきたすことが知られている．加えて我々は，健常者に
おいても呼吸の操作によって眼底血流を増減させると，それに伴
って視力が一過性に変化することを報告しており，これらのことか
ら，眼底血流が視覚機能の維持に関与することが伺える．網膜の
機能を正常に保つためには，約4mL/分の眼底血流が必要である．
運動中は眼底血流を維持なければならない一方で，約18L/分も

の血流を骨格筋に配分する必要がある．すなわち，両者において
精緻な血流調節が求められる．ところが，運動時に眼底血流が上
手く調節されているのか否かは明らかにされていない．そこで我
々の研究グループは，様々な運動条件での一過性の運動中の眼
底血流の応答を検討し，運動中，眼底血流は変化することを明ら
かにした．本研究会ではその研究成果を紹介する． 

運動中の眼底血流の応答 演題1 
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体幹トレーニングは，スポーツパフォーマンス向上や傷害予防，
腰痛の治療や予防，転倒予防，姿勢矯正やスタイル保持などを
目的としてスポーツ選手から一般人まで幅広く実施されている．
体幹トレーニングとして多様なエクササイズが用いられているが，
主に筋力向上を目的としたSit upやBack extensionなどの動的な
腹筋・背筋運動 (Conventional exercise：CE) と，体幹安定性の
向上を目的とした姿勢保持トレーニングであるStabilization 
exercise (SE)に分類できる．体幹エクササイズ時の筋活動や脊

柱への負荷などに関する研究は多く報告されており，両エクササ
イズの相違は明らかになりつつある．しかし，双方のトレーニング
効果を比較した研究は極めて少なく，それぞれのトレーニング効
果の特異性は明らかにされていない．トレーニング効果は特異性
の原則に応じて現れることから，目的に合った適切なプログラム
を設定するためには，SEとCEそれぞれの特異的なトレーニング
効果について検討する必要がある．本研究会では，SEとCEのト
レーニング効果を比較した介入研究について紹介する． 

体幹エクササイズのトレーニング効果〜タイプ別の検討〜 演題2 

世話人：正木宏明・紙上敬太 

       早稲田大学 スポーツ科学学術院 

E-mail: k-kamijo@aoni.waseda.jp 

今井 厚 先生 
（早稲田大学スポーツ科学学術院 助手） 


	Slide Number 1
	Slide Number 2

